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小 学校 国語科第 4学年 にお け る

話 し合 う能 力 を育 て る指導法 に関す る研 究

一言語技術の習得と活用を位置付けた単元構成の工夫を通して一

広島市立安西小学校教諭    川 崎 紀  子

今回改訂 された学習指導要領では,児童の思考力・ 判断力・表現

力をはぐくむ観点か ら,言語活動の充実が必要であることが示 され

ている。学校では言語活動の一環 として,児童相互の話合い活動を

意図的に設定 した り,話合い活動の質的高ま りが今後ますます求め

られ ると予想 され る。

話 し合 う能力を育てるためには,ま ず受け答 えをす る技術や様々

な角度か ら物事 を見 る技術 といつた言語技術 を身に付けさせ ること

が必要ではないか と考え,本研究では,帯時間に言語技術 を習得 さ

せ ,そ の技術を国語科授業の話合い活動で活用 させ るとい う単元構

成を設定 し,研究授業を行 うこととした。

キー ワー ド :話し合う能力,言語技術 ,問答ゲーム,視点を変える ,

帯時間



問題の所在

今回の学習指導要領の改訂では,「言語活動の

充実」力`重視されてお り,教科等の指導に当たっ

て,児童の思考力,判断力,表現力等をはぐくむ

観点から,児童の言語活動を充実させていくこと

が謳われている。このことから,教科等の指導法

の一環として,話合い活動を取 り入れることがま

すます増えてくるのではないかと予想される。

これまでの自身の授業実践においても,随所に

少人数での話合い活動を取 り入れてきた。 しかし,

周囲への影響力が強い児童の意見で話合いの方向

性や内容等が決まってしまい, 自分の意見を全く

言えないまま話合いを終えてしまう児童が見られ ,

自分の意見を明示 した原稿をそれぞれの児童が読

み終えた後,出 された意見を交流させることがで

きずに終わつてしまうことも少なくなかつた。

教師が話合い活動の場を適切に設定していない

ことや,話合いの方法も十分に指導できていない

こと,さ らには,児童相互の人間関係がうまくい

っていないこと等も原因の一つであろうし,考え

ながら聞いたり,話 したりするなどの話合いの基

盤 となる言語技術を身に付けていないことも大き

な原因の一つではないかと考える。

研究の目的

言語技術の習得と活用の場を位置付けた単元構

成を具体化するとともに,話 し合 う能力を育てる

ための効果的な指導法を探る。

Ⅲ 研究の方法

1研究主題に関する基礎的研究

2研究仮説の設定

3研究授業実践計画

4研究授業の実際と分析・考察

Ⅳ 研究の内容

1 研究主題に関する基礎的研究

(1)話し合う育ヒカとは

小学校学習指導要領解説国語編には,第 3学年

及び第 4学年の話すこと・聞くことにかかわる内

容が次のように示されている。

○ 話題設定や取材

ア 関心のあることなどから話題を決め,必要な事柄

について調べ,要点をメモすること。

○ 話すこと

イ 相手や 目的に応 じて,理由や事例を挙げながら筋

道を立て,丁寧な言葉を用いるな ど適切な言葉遣い

で話すこと。

ウ 相手を見た り,言葉の抑揚や強弱,間の取 り方な

どに注意 したりして話すこと。

○ 聞 くこと

工 話の中心に気を付けて聞き,質問をした り感想を

述べたりすること。

○ 話 し合 うこと

オ 互いの考えの共通点や相違点を考え,司会や提案

の役割を果た しながら,進行に沿つて話 し合 うこ

と。

このことを踏まえ,広島大学大学院の難波博孝

教授が提唱す る話合いの三つの要素 としての
,

「話す」「聞く」「まとめる 。つなぐ」を参考に,

本研究における話 し合 う能力を次のように設定し

た。

話す

・相手や 目的に応 じて,理由や事例などを挙げながら

筋道を立て,丁寧な言葉を用いるなど適切な言葉遣

いで話すこと

聞 く

・話の中心に気を付けて聞き,質問をしたり感想を述

べたりすること

○ まとめる 。つなぐ

・司会などの役割を果たしながら,進行に沿つて話 し

合 う能力

・互いの考えの共通点や相違点を考え,他者の発言 と

つなげたり,かかわらせたりしながら話し合 うこと

(2)言語技術とは

精選版 日本国語大辞典によると,言語技術 とは ,

「ことばの技巧。言語を効果的に用いて,上手に



①債担を主体に 得上,

て,③分かりやすく発信するための「問く」

む」「話す」「書く」に関する技術 (ス キル)

人を説得 したり,意思の疎通をよくしたりする技

術。Jスと示されている。本研究では,話 し合 う能

力として活用できるよう,言語技術を次のように

設定することとした。

出典 :広島県教育委員会「平成18年度『ことばの教育』パイロットー 実践事例集

さらに,上掲の言語技術について下線部①～③

の具体を次のように捉えることとした。

①「情報を主体的に獲得する」:無意識のうち

に聞こえてくる情報の受信ではなく,「考え

ながら聞く・読む」こと

②「自分の考えを組み立てる」:獲得した情報

をもとに考えたり,自 分の意見をもつたりす

ること

③「分かりやすく発信する」 :場面や目的に

応じて「考えながら話す 。書く」こと

出典 :広島県教育委員会
'平

成18年度『ことばの教育』′`イロット校●業実践事冽集

また,広島県教育委員会では表 1の ように言語

技術を,目 的別に該当する活動と活動内容に整理

してお り,参考とすることとした。

表1 言語技術と活動
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出典 :広島県教育委員会「平成18年度『ことばの教育』パイロット校事業実践事例集

(3)話し合う能力と言語技術の関係性

本研究の研究授業における単元では,表 1のア ,

工の言語技術を重点的に取 り上げることによって ,

話 し合 う能力を育成することにつながると捉えた。

アの 「受け答えをする技術」は,問われている

内容を理解 し, 自分の考えを整理 して答えるとい

う活動をゲーム化 した活動によって身に付けられ

る「間答ゲーム」を実施することとした。問いを

受け取 り,思考・判断 し,答えることを繰 り返す

ことは,話合いの基盤 となり,話 し合 う能力を高

めるために効果的であると考えたからである。

また,工の 「様々な角度から物事を見る技術 J

は,立場を変えることによって,物事の見え方や

感 じ方,考え方が異なることを理解することとし,

「視点を変える」活動を行 うことで身に付くと捉

えた。このことにより,話合い活動において相手

の立場に立って考えた り,違 う視点から意見を出

したりすることにつなが り,共通点や相違点を考

えながら聞いたり,話合いを活性化させたりする

ことにつながると考えたからである。

併せて,これらア,工の言語技術の習得につな

がる活動を,児童の実態に合わせ,15分 ×6回 と

いう帯時間で行 うこととした。

また,話し合 う能力を育成するに当たつて,言
語技術の習得の場 (帯時間)と活用の場 (国語科

の授業時間)を位置付けた学習モデル (図 1)を
作成 した。

音語技術習得の場 :週 3回 ,1回 15分 の市時間
言語技術活用の場 :国 語科の授業時間

図1 話し合う能力を青成する学習モデル

2 研究仮説の設定

小学校国語科第 4学年の 「話すこと・聞くこ

とJ領域の単元において,帯時間で言語技術を習

得 させ,国語科授業で活用 させ る場を設定す

ば,話し合う能力の向上につながるであろう。
3 研究授業実践計画

※『精選版 日本国語大辞典』2006年  小学館



(1)単元計画の作成

広島市立A小学校第 4学年 2組32名 を対象に,

単元 「くらしの中の世界について話 し合お う『 く

らしの中の和と洋』」を取 り上げ,帯時間の単元

目標と,国語科授業の単元目標をそれぞれ設定し,

単元指導計画を作成 した。

(2)帯時間の単元目標

○ 「A話す こと 。聞 くこと」

(1)指導事項

イ 相手や 目的に応 じて,理由や事例などを挙げな

が ら筋道を立て,丁寧な言葉を用いるなど適切な

言葉遣いで話すこと。

工 話の中心に気を付けて聞き,質問をした り感想

を述べた りすること。

(2)言語活動例

イ 尋ねた り応答 した り,グループで話 し合って考

えを一つにまとめたりすること。 (問 答ゲーム)

○ 的 な言語文化と国語の特質に関する輌

イ (ク)指 示語や接続語が文と文との意味のつながりに

果たす役割を理解 し,使 うこと。

(3)国語科授業の単元日標

○「A話すこと・聞くこと」

(1)指導事項

オ 互いの考えの共通点や相違点を考え,司会者や

提案者,参加者の役割を果た しながら,進行に沿

つて話 し合 うこと。

(2)言語活動例

イ 学級で話 し合つて考えをまとめた り,意見を述

べ合つた りすること。

○ 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事厠

イ (ク)指 示語や接続語が文と文との意味のつながりに

果たす役割を理解すること。

(4)単元計画作成における工夫点

ア 帯時間で言語技術を習得させ,国語科授業

で活用させる単元構成 とした。

イ 話合い活動の場をできるだけ多く設定した。

ウ 教材文を活用した指導をした。

工 代表グループの話合い活動を見て学ぶ場を

設定 した。

表2 単元指導計画
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4 研究授業の実際と分析・考察

(1)帯時間授業の実際

ア 問答ゲーム

(ア)ルー ル

① 主語を入れる

② 結論を先に言う

③ 根拠を言う

④ ナンバリングをする

(イ)話型

A:「 あなたは,□ならば,

○と△ではどちらを選びますか ?」

B:「私は,○ /△ を選びます。

わけは,～だからです。」

(ウ)話題

帯第 1時 :

「雪ならば,雪合戦と雪だるまづくり」

帯第 2時 :

「お年玉で買うなら,本とゲームソフト」

帯第 3時 :

「住むなら,一戸建てとマンション」

イ 視点を変える

(ア)実際

「視点を変える」ワークシー ト (図 2)への記

入をする。まず,教師が指定した視点について児

童は本時の話題に沿つてどちらがよいかを考え,

理由を記入する。次に視点自体を自分で設定し,

どちらがよいか選び,その理由について記入する。

(イ)話題

帯第 4時 :「 一戸建てとマンション」

帯第 5時 :「和式 トイレと洋式 トイレ」

帯第 6時 :「 ごはんとパン」

(国語第10時 :「せんべいとクッキー」)

(2)国語科授業の実際

ア 読解場面(第 1時～第7時 )

第 1時では,結婚式の違いを「和装と洋装」の

写真を提示 しながら,「和と洋 とはどうい うこと

なのか」について考えさせ,本単元の学習の見通

しをもたせた。第 2時では,キーワー ド等をもと

に,教材文の構成を考えさせた。第 3時～第 7時

では文章のまとまりごとに和と洋で述べられてい

ることを表にまとめながら読み取らせた。また ,

読み取 りながら話合いの仕方を示 した資料 (図

3)等を使い,話合いの仕方や司会の役割などに

ついて学習させた。

イ 話合い場面(第 8時～第10時 )

第 7時では,児童が設定した三つの話題につい

て, 1時間ずつ話 し合わせた。児童は,第 3時に

話合いの仕方を学習 しており,話合い自体はスム

ーズであつた。第 3時では「視点を変える」ワー

クシー トを用いながらも共通点や相違点を考えな

がら話し合 うことができない班もあつたが,他の

班の話合いを見たり,教師の助言を聞いたりし,

回を重ねるごとに活発な意見交換ができるように

なった。

表 3は,第 8時において,抽出班の話合い場面

の様子 (10分)を示 したものである。
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表3 話合い場 面の様 子
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(3)研究授業の分析・考察

ア 話合い場面の分析と考察

第 3時に司会の仕方を学習 して以来,司会を立

てての話合いの場を多く設定したため,上掲表 3

の話合いの場面では,司会を立てての話合いに慣

れてきた感がある。③や⑬のように,司会経験の

あるC2が この場面の司会者をフォローする場面が

見られる。また,Clは ,⑮のように,話合いに入

り込めないC3に意見を求めるなどの司会 としての

役割を果たしている。これは,高学年の目標であ

る「計画的に話 し合 う」ことにつながり,学習の

成果 と捉えることができる。

また,②④⑥⑬⑭の話型からは,問答ゲームの

学習内容が表出したことが伺える。一方,話型に

こだわらない意見交換場面でも④のように理由を

問 う質問をし,話合いを深めることにつなげてい

る。

さらに,⑩以降の話合いでは「和式の良さ」に

話題を焦点化することで,多様な視点から和式 ト

イレの良さを出そうとしていることが伺える。こ

のことは,互いの考えの共通点や相違点を考える

ことにつながつていると捉えられる。また,同 じ

く「和式 トイレの良さ」に話題を絞ることで,C3

が発 した②のように,ワークシー トに記述 してい

ない視点を出して話すことができているのは「視

点を変える」学習の成果 と捉えることができる。



イ 振り返りカードの記述より

図 4は ,第 1時から毎授業後に記入 した振 り返

リカー ドでの,話 し合 う能力につながる項ロア～

ウについて記述 した児童の人数の変遷を示 したも

のである。

項ロアイウとも,回を重ねるごとに記述 した人

数が増えていることが分かる。イでは,友達の意

見を開き, 自分の考えとの違いを認識することが

多くなつており,ア の互いの考えの共通点や相違

点を考えながら話 し合 うことと運動 しているので

はないかと考えられる。また,ウ においては第10

時に限 り人数の減少が見られるが,これはモデル

となる話合いを見た後に活動 したため,児童の意

識が話合いの方法ではなく,内容に向いたための

結果ではないかと推察される。

V 研究のまとめ

本研究では,小学校国語科第 4学年の「話すこ

と 。開くこと」領域の単元において,話 し合 う能

力を育てるための指導法を探つた。

その結果,帯時間で言語技術を習得させ,国語

科授業で活用させる場を設定すれば,話 し合 う能

力の向上につながる可能性があると実感できた。

同時に,「 まとめる 。つなぐ」を意識 した指導が

重要であるということや,グループでの話合いを

見取るための教師のスキルの向上が必要となつて

くることなどが分かった。

今後は,本研究の成果をもとに他の単元におい

ても実践する中で, どの単元でどうい う言語技術

|ア :=いの ■ えの 共 通 点・ 相 菫 薫
|イ :よ達 の な 兒 の サ =き

‐お もじる●
ウ ,友連 の お 合 い の 仕 方 の 良 き ‐す ご さ

図4 振り返リカードの記述から

ウ 振り返リカードの記述の実際

表 4は表 3に示 した抽出班児童の振 り返 リカー

ドヘの記述内容である。徐々に記述量が増えてい

ることが分かる。また,内容的にも互いの考えの

共通点や相違点の記述も増えてお り,話 し合 う能

力が向上 していくことを予感 させるものである。

を習得させれば,国語科授業で生かすことができ

るかについて明らかにし,学年と,扱 う言語技術

を体系化させていきたいと考える。
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表4 振り返リカードヘの記述の実際
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